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Post Modern and the Emergence of Intolerant Societies
Takehiko MATSUDO
要　　旨
　昨今のヨーロッパにおける移民排斥とポピュリズム政党の台頭を見ると文化的、社会的共存に関す
る論理の行き詰まりが見られる。すなわち文化多元主義から多文化主義に深化する中で、むしろ福祉
排外主義とも言える動きが顕著になってきたように思える。これは、従来の右翼的言動が目立つポピュ
リズムとは異なり、一見リベラルな言動の中に排除の論理を持つ主張になっている。しかし、このこ
とそもそも多文化主義的共生の論理の行き着き先に出現してくる状況だと考えられる。この点で昨今
のとりわけ EUを取り巻く状況は厄介で解決困難な状況と考えられる。また、テロリスト自体の他者
性が外見上見られるようなものではなく、ヨーロッパ社会の論理に深く根ざしたものであることにも
触れる。
